
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              ２０２３．０３ 

 

 ご存知の方もたくさんいらっしゃることと思います。卒業式などでの合唱曲で

すよね。大人ですと、送別の時に歌われるかもしれません。 

 別れはさみしくて、悲しいことかもしれませんが、新しい一歩を踏み出す時で

もあるんですよね。悲しみを抱いて、未来へ飛び立つ。希望を感じます。 

 その歌詞に、「未来信じて」とあります。僕は今、このフレーズが気になるの

です。未来を信じていいのでしょうか？ 

 この歌は、僕は子どもたちが歌っているのを聴いていました。たぶん卒業の時

です。その時はそんなに気になりませんでしたが、僕たち大人は、子どもたちに

「未来を信じて」と言えるのでしょうか。 

 戦争、貧困、自然災害、環境破壊など、いのちの尊さが脅かされているこの世

界。そして、悲しいことに人間によるいのちの選別が行われている現代社会。人

と人とのつながりが失われているコミュニティ。 

 僕たちは、今まさに飛び立とうとしている子どもたちに、心から「未来を信じ

て」と言えないのではないですか。 

 僕たち大人の生き方が問われているのです。子どもたちのために、大人たちが

胸を張って「未来を信じて」と言えるような世界を願って、今をどう生きるべき

なのかが問われているのです。今の生き方が、未来を創造するのでしょう。 

                真宗大谷派 光明寺住職 小林尚樹
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